
「アマリンでんき」で久慈地域を元気に!!

「アマリンでんき」は、私たちがお届けする電気の愛称です。



会社概要
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会社設立（設立当初の資本金950万円）

構 成 宮城建設株式会社
株式会社細谷地
株式会社ヤマイチ
株式会社中塚工務店

平成29年10月 5日

久慈市内の民間企業4社により設立、後に久慈市が資本参加

岩手県で初めての久慈地域資本100%の自治体新電力となる。

現在、株式会社ジュークスが資本参加（資本金1,050万円）

平成30年 1月18日 久慈市及び久慈商工会議所と『エネルギーの地産地消による

地域活性化に関する協定』を締結

平成30年 2月23日 経済産業省 小売電気事業者認可

平成30年 6月 1日 久慈市の主な施設と出資企業を中心に電力供給開始



目的・目標

【私達が目指すところ】

・久慈市の施設や設備（アンバーホールや市民体
育館など200件以上）を従来の電気料金よりも
安く電力を供給しています。

・商店、事務所、一般家庭向けの低圧電力の提供
を推進して参ります。

・エネルギー費の地域外流出を減少させること
で、
地域経済循環を進め、子育て支援など各種支援
活動を通じ地域の活性化を図って参ります。

・再生可能エネルギーによる電力の供給を充実さ
せることで、これからの企業に求められる環境
価値を活かした企業誘致も視野に進めて参りま
す。

【地域内の電力供給が目的】

【自立した持続可能な地域社会の達成を目指す】

【再生可能エネルギーの地産地消が目標】

・再生エネルギーの地産地消を進めるため、地域
で発電される電気を確保して参ります。

１.自治体の電気料金の削減

２.電気事業収益の地域循環

と地域の活性化

３.地産地消（地域内発電供給）

４.地域の電気料金の削減
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これまでの取組

【電力の供給】
・平成30年6月より久慈市の主な施設と出資企業を中心に電力供給開始
・10月には、久慈市の観光拠点の一つとなる三陸鉄道久慈駅へ電力供給を開始
・デイサービスセンターや商店・事務所、一般家庭向け電力供給を拡大
（平成31年2月には取次代理店による販売を開始）

【地域イベントへの参加】

べっぴん夜市（平成30年9月26日）

会社のＰＲを兼ねて、チラシや
風船の無料配布を実施

産業まつり（平成30年10月13日・14日）

・チラシ、風船の無料配布
・クイズラリー（景品付）
・太陽光パネル展示（照明点灯）
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・TPO・PPAモデルの検討（第三者所有モデル）

・公共施設などへの太陽光発電システムの導入

・電力会社との「電気特定卸供給契約」の締結

・固定買取契約満了の発電事業者さまとの契約

・固定買取契約満了の発電事業者さまとの契約

今後の取組

【各種支援】

【エネルギーの「地産」に向けた取組】

『くらし』

『未 来』

自治体新電力として、久慈市と共に地域の豊かな「くらし」

を創造して参ります。

地域で安心して子育てができ、子どもたちが笑顔で成長して

いくために様々な支援を検討、お手伝いして参ります。

自治体への支援

子 育 て 支 援

１.地元発電事業者さまからの電源の確保

２.再生可能エネルギーの確保

３.太陽光発電システムへの投資
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電力会社
（発電会社）

小売電気事業者

久慈地域の
エネルギー

電気の売り手 需要家

公共施設
事 業 所

(商店・家庭)

従来の流れ

売り 買い

電力受渡 電力卸市場
（JEPX）

送配電
ネットワーク
(地域の電力会社
所有・管理)

電力供給

送電

送電

託送契約・接続供給契約
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●電力卸市場と電力供給



久慈地域の
発電事業者

電力会社 久慈地域ｴﾈﾙｷﾞｰ
固定価格で買取 卸供給契約締結

発電事業者との間に個別契約締結

電力会社を通じて
発電事業者からの
電気を調達
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需要家

電気の流れ

●地域で発電された電気の活用～（電気特定卸供給契約による供給）



●地域で発電された電気の活用～（久慈市の水力発電所からの電力供給）

再生可能エネルギーのブランド化
「アマリングリーンでんき」は私たちがお届けする

環境にやさしいクリーンな電気（再生可能エネルギー）の愛称です。

アンバーホール（文化会館）

滝ダム（水力発電所）

長内川上流にある滝ダム（企業局が管理運営）で発電された環境
にやさしいクリーンな電気（再生可能エネルギー）を企業局から
供給を受けて、下流にある「アンバーホール（文化会館）」など
久慈地域の公共施設や事業所、一般家庭へ久慈地域エネルギーが
お届けします。



●地域で発電された電気の活用～太陽光発電設備の紹介（宮城建設株式会社）



●地域で発電された電気の活用～太陽光発電設備の紹介（久慈地域エネルギー事務所）



営業状況（2019.10月現在の状況）
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エネルギーの地産地消による地域活性化に関する協定

平成30年1月18日 久慈市と久慈商工会議所、久慈地域エネ

ルギーは「エネルギーの地産地消による地域活性化に関する

協定」を締結、再生可能エネルギーの普及を促進し、地域で

の経済循環を進める事とした。

2018.1.19付、各社新聞報道記事より

● エネルギーの地産地消による地域活性化に関する協定トピックス



● 協定書（実現に向けた取組）トピックス



● 2019年2月1日より家庭向け電力供給開始（メリットを活かした販路開拓）トピックス



● 久慈市へ支援金贈呈 （令和1年6月24日久慈市役所にて）トピックス

遠藤市長と竹田社長

久慈地域エネルギーでは、2017年の発足後初の通年決算となる2018年度決算おいて、お陰様をもちまして黒
字となりました。エネルギー事業を通じた地域活性化につなげる取り組みの一環として、市へ子育て支援など
に向けた支援金を寄附させていただきました。久慈地域エネルギーではこうした取り組みを今後も積み重ねて
行く事で地域の活性化に寄与して参りますので、皆様のご理解とご協力を今後とも宜しくお願いいたします。



チラシの紹介（久慈地域エネルギー株式会社）



チラシの紹介（株式会社細谷地）取次代理店



私たちは、総合エネルギー事業を通じ、エネルギーの地産地消と地域内経済循環による

持続可能な地域経済基盤をつくるために、県、久慈市、久慈商工会議所と連携し、地域

経済の自立と雇用の拡大など、久慈地域の豊かな「くらし」と明るい「未来」を創造し

て参ります。

最後に…



● 再エネの調達（FIT電源含む）
久慈地域のみならず岩手県や連携市町村より調達が可能

●供給先
横浜市内の民間事業所や横浜市の関連施設など

●供給先の選定
横浜市と連携し供給先を選定するだけではなく、横浜市内の小売電気事業者経由で供給先の
掘り起こしが可能
また同社に小売り実務をお願いする事で連携自治体と地元の民間企業での協定実施が可能

●出資者保有の発電設備からの供給
久慈地域エネルギーの出資者が保有する太陽光発電からの供給（電気特定卸供給）

連携協定への取組

久慈市は「ゼロカーボンヨコハマ」を目指す横浜市と再エネに関する広域連携協定を結んでおり、久慈地域

エネルギーもこの趣旨に賛同し、積極的に支援を行うことで久慈市とも合意しています。

再エネ電力の横浜市への供給に関し、久慈地域エネルギーは再エネの調達や横浜への電力の託送など対応が

可能であり、今後具体的に協議を進めていきたいと考えています。


